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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 6,560 1.8 564 63.1 757 44.9 587 1.3
22年3月期第2四半期 6,442 △9.1 346 2.2 522 4.3 579 139.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 59.01 ―
22年3月期第2四半期 58.22 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 21,708 15,850 69.5 1,515.92
22年3月期 20,984 15,517 70.7 1,489.31

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  15,097百万円 22年3月期  14,833百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 20.00 20.00
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想） ― 15.00 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,727 0.9 782 64.7 1,093 34.9 878 323.5 88.16



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、
四半期決算短信【添付資料】3ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】4ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 10,010,000株 22年3月期  10,010,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  50,843株 22年3月期  49,868株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  9,959,644株 22年3月期2Q  9,960,457株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

 当第 2 四半期連結累計期間(平成 22 年 4 月 1日～9月 30 日迄)のわが国経済は、アジア

を中心とした新興国の経済成長に支えられて輸出関連企業に回復のきざしが見えるもの

の、円高の進行による影響等から国内におけるデフレ傾向は継続しており、先行き不透明

な状況で推移いたしました。 

 こうした環境下、当社グループの業況は、主力の曳船事業が景気の回復に伴う入出港船

舶数の増加により作業数が増加、売上高は 6,560 百万円(前年同期比 1.8％増)となり、利

益面では営業利益は 564 百万円(前年同期比 63.1％増)、経常利益は 757 百万円(前年同期

比 44.9％増)、四半期純利益は 587 百万円(前年同期比 1.3％増)となりました。 
 

 セグメント別の業績を示すと次のとおりです。 
 

曳船事業 

 曳船事業は、東京湾入出港船舶数が自動車専用船、鉱石船、コンテナ船等の大型船を中

心に回復し、作業数が増加、売上高は 4,642 百万円(前年同期比 8.1％増)、営業利益は 441

百万円(前年同期比 98.6％増)となりました。 
 

旅客船事業 

 旅客船事業は、カーフェリー部門においてはカーフェリー1隻の売却による 2 船体制へ

の移行、それに伴う人員の減員など人件費の削減等を進めることでコスト削減をいたしま

した。売上高は積極的な営業活動を展開したものの、2船体制へ移行したこともあり、車

両、旅客ともに続落傾向が続きました。 

 横浜港の観光船・交通船部門は、それぞれ横浜開港 150 周年記念行事の終了による乗船

客減、羽田空港拡張工事の警戒船作業終了を主因として合計で 13.3％の売上減となりま

した。 

 この結果旅客船事業の売上高は 1,420 百万円(前年同期比 12.6％減)となり営業利益は

112 百万円(前年同期比 8.4％減)となりました。 
 

売店・食堂事業 

 売店・食堂事業は、主要顧客である東京湾フェリー乗船客が引き続き減少したことや、

デフレ不況による個人消費の低迷などにより売上高は 496百万円(前年同期比 4.4％減)と

なりました。利益面では、人員体制の見直しや作業の効率化、また人件費をはじめとする

コスト全般の削減をすすめて、収支の改善に努めた結果、営業利益は 10 百万円となりま

した。 

（注）第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業

会計基準第 17 号 平成 21 年 3 月 27 日）および「セグメント情報等の開示に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 20 号 平成 20 年 3 月 21 日）を適用

しております。これによる事業区分へ与える影響はないため、前年同期比較を行って

おります。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

 当第 2 四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ、723 百万円増加し

21,708 百万円となりました。これは主に一年以内に期限が来る長期性預金や満期を迎え

た国債により現金及び預金が 1,248 百万円増加し、船隊整備に伴う投資により建設仮勘定

が 164 百万円増加しましたが、投資有価証券の評価損や持分法適用会社からの受取配当金

の内部取引消去などにより、投資有価証券と関係会社株式が 328 百万円減少し、一年以内

に期限が来る長期性預金や満期を迎えた国債の振替額が 499 百万円発生したことによる

ものです。 
 

 負債は、前連結会計年度末に比べ、391 百万円増加し 5,858 百万円となりました。これ

は、主に未払法人税等が 246 百万円増加し、船舶売却に伴う手付金等が発生したことを主

因としてその他流動負債が 158 百万円増加したことによるものです。  
  

 純資産は、前連結会計年度末に比べ、332 万円増加し 15,850 百万円となりました。こ

れは主に第 2 四半期純利益が 587 百万円となりましたが、配当金の支払が 199 百万円発生

し、その他有価証券評価差額金が 68 百万円減少し、為替換算調整勘定が 55 百万円減少し

たことによるものです。 

 この結果、自己資本比率は前連結会計年度末より 1.2％減少し 69.5％となりました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

 第 3四半期以降につきましては、円高の進行が懸念材料となりますが、当面燃料油価格

が安定した動きを示すとみられること、主力の曳船事業において荷動きが比較的堅調に推

移すると予想されていることから連結業績は上期の業況が継続すると予想しております。 

 このような見通しのもと、通期の連結業績予想の見直しを行い、平成 22 年 5月 14 日付

「平成22年3月期決算短信」にて発表いたしました平成23年3月期の業績予想について、

平成 22 年 11 月 2 日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」にて修正しております。 
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２．その他の情報

（１）重要な子会社の異動の概要

　　　該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

　　（簡便な会計処理）

　　　①たな卸資産の評価方法

　　　　当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年

　　　度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　　　　また、たな卸資産の簿価引下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却

　　　価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

　　　②固定資産の減価償却費の算定方法

　　　　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

　　　する方法によっております。

　　　③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　　　　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

　　　する方法によっております。

　　　　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

　　　差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の

　　　業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

　　（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）

　　　該当事項はありません。

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

　　（会計処理基準に関する事項の変更）

　　　①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20

　　年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平

　　成20年３月31日）を適用しております。

　　　これにより、営業利益、経常利益がそれぞれ2,612千円減少し、税金等調整前四半期純利益が7,836

　　千円減少しております。

　　　②「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

　　用

　　　第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年３月

　　10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号

　　平成20年３月10日）を適用しております。

　　　これによる損益に与える影響はありません。

　　（表示方法の変更）

　　（四半期連結損益計算書関係）

　　　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表

　　等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四

　　半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,330,131 6,081,672

受取手形及び売掛金 2,406,720 2,332,009

有価証券 － 299,983

商品 26,972 25,029

貯蔵品 85,187 88,019

繰延税金資産 109,665 95,348

その他 340,662 315,924

貸倒引当金 △12,231 △11,961

流動資産合計 10,287,108 9,226,024

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 326,625 323,597

船舶（純額） 4,991,028 5,018,380

土地 1,327,651 1,327,651

その他（純額） 357,399 192,752

有形固定資産合計 7,002,704 6,862,381

無形固定資産 24,816 26,378

投資その他の資産   

投資有価証券 1,527,898 1,703,523

関係会社株式 1,775,287 1,927,878

繰延税金資産 224,045 180,279

その他 923,111 1,114,819

貸倒引当金 △56,217 △56,342

投資その他の資産合計 4,394,125 4,870,158

固定資産合計 11,421,646 11,758,918

資産合計 21,708,754 20,984,943
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 934,903 900,466

短期借入金 1,713,536 1,713,536

未払法人税等 313,880 67,602

役員賞与引当金 17,500 35,000

賞与引当金 210,577 201,769

その他 320,425 161,452

流動負債合計 3,510,822 3,079,828

固定負債   

長期借入金 158,439 200,207

退職給付引当金 1,176,466 1,148,652

役員退職慰労引当金 380,527 372,496

特別修繕引当金 318,003 348,514

繰延税金負債 180,762 188,619

資産除去債務 20,739 －

負ののれん 111,249 127,657

その他 1,302 1,302

固定負債合計 2,347,489 2,387,448

負債合計 5,858,312 5,467,277

純資産の部   

株主資本   

資本金 500,500 500,500

資本剰余金 75,357 75,357

利益剰余金 14,696,064 14,307,509

自己株式 △38,227 △37,811

株主資本合計 15,233,694 14,845,555

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 48,325 116,837

為替換算調整勘定 △184,692 △128,705

評価・換算差額等合計 △136,366 △11,868

少数株主持分 753,114 683,978

純資産合計 15,850,442 15,517,665

負債純資産合計 21,708,754 20,984,943
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 6,442,386 6,560,102

売上原価 4,969,556 4,927,592

売上総利益 1,472,829 1,632,509

販売費及び一般管理費   

販売費 179,102 166,257

一般管理費 947,529 901,600

販売費及び一般管理費合計 1,126,631 1,067,858

営業利益 346,198 564,651

営業外収益   

受取利息 8,234 6,118

受取配当金 34,931 50,506

負ののれん償却額 14,034 16,407

持分法による投資利益 118,117 114,308

その他 22,402 22,021

営業外収益合計 197,719 209,363

営業外費用   

支払利息 16,675 15,935

貸倒引当金繰入額 1,125 －

その他 3,294 492

営業外費用合計 21,095 16,427

経常利益 522,823 757,586

特別利益   

固定資産売却益 117,520 250,987

特別修繕引当金戻入額 12,634 13,519

投資有価証券売却益 172,612 －

関係会社清算益 91,190 －

特別利益合計 393,958 264,506

特別損失   

役員退職慰労金 3,000 －

投資有価証券評価損 － 77,347

固定資産除却損 2,800 －

ゴルフ会員権評価損 500 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,224

特別損失合計 6,300 82,571

税金等調整前四半期純利益 910,481 939,522

法人税、住民税及び事業税 237,846 317,459

法人税等調整額 50,210 △38,145

法人税等合計 288,057 279,314

少数株主損益調整前四半期純利益 622,424 660,207

少数株主利益 42,487 72,450

四半期純利益 579,936 587,757

東京汽船㈱（9193）平成23年3月期　第2四半期決算短信

－ 7 －



（３）継続企業の前提に関する注記

　　　該当事項はありません。

（４）セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日  至 平成21年９月30日)
（単位：千円）

曳 船 事 業 旅客船事業 売店･食堂事業 計 消去又は全社 連   結

  売 上 高

 (1)外部顧客に対する売上高   4,296,615  1,626,526  519,244    6,442,386  － 6,442,386  

 (2)セグメント間の内部売上高 5,280      35,273     3,560      44,114     (44,114) －
    又は振替高

計 4,301,895  1,661,799  522,805    6,486,500  (44,114) 6,442,386  

  営業利益 222,204    122,972    1,021      346,198    － 346,198    

 (注）1．事業の種類は、役務提供の種類・性質、市場等の類似性を考慮して区分しております。

      2．各事業の主な内容

              (1)曳  船  事  業 …曳船事業、貸船事業、防災関係事業等

             (2)旅 客 船 事 業 …観光船事業、カーフェリー事業、交通船事業等

             (3)売店・食堂事業 …売店事業、レストラン事業等

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日  至 平成21年９月30日)

    全セグメントの売上高の合計が日本のみであるため、記載を省略しております。

【海外売上高】

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日  至 平成21年９月30日)

    海外売上高がないため、記載を省略しております。
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【セグメント情報】

（追加情報）

　　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

　平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

　指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　１．報告セグメントの概要

　　　当社の報告セグメントは、連結子会社各社の事業を単一セグメントとして業績評価を行っておりま

　　す。

　　　報告セグメントの具体的な内容は、役務提供の種類・性質、市場等の類似性を考慮して、東京汽船

　　㈱、東港サービス㈱及び東亜汽船㈱を「曳船事業」、㈱ポートサービスと東京湾フェリー㈱を「旅客

　　船事業」、フェリー興業㈱を「売店・食堂事業」として分類しております。

　　　「曳船事業」は、曳船事業、貸船事業、防災関係事業等を行っております。

　　　「旅客船事業」は、観光船事業、カーフェリー事業、交通船事業等を行っております。

　　　「売店・食堂事業」は、売店事業、レストラン事業等を行っております。

　２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日  至 平成22年９月30日)
（単位：千円）

合計

曳 船 事 業 旅客船事業 売店･食堂事業 計 （注）

  売 上 高

 　外部顧客への売上高   4,642,812  1,420,772  496,517    6,560,102  － 6,560,102  

 　セグメント間の内部売上高 5,030      35,552     2,794      43,376     △43,376 －
   又は振替高

計 4,647,842  1,456,324  499,311    6,603,478  △43,376 6,560,102  

   セグメント利益 441,394    112,586    10,670     564,651    － 564,651    

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　　該当事項はありません。

報告セグメント
調整額
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